勉強会を通じて糖尿病の指導や看護について考える～インスリン自己注射指導困難な患者との関わりを通して～ by 土屋 佳恵 et al.
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同時に退院調整を進めていったことでインスリン
注射をしながら退院後の生活を予測でき，それが
知識の獲得にもつながっていったと考える．
　安心して何でも言える関係が出来たことで，患
者が何を考えているか，何を困っているかを感じ
ることができ，それをまたカンファレンスで共有
し，関わりや指導，退院支援を深められた．結果
それが潜在する力を引き出していくエンパワメン
トの過程に沿って看護していることが分かった．
Ⅶ．おわりに
　勉強会を通して，自然と患者の潜在する力を引
き出していく援助をしていたことに気がつき，自
分たちも患者から力をもらえていたことがわかっ
た．
　今回の勉強会後も高齢の糖尿病患者は入院し，
日々指導が続けられている．今後も再び今回の事
例のように指導が思うように進まず，無力感や絶
望感を感じることがあるかもしれない．しかし今
回の勉強会を通して振り返ることができた自分た
ちの看護や指導に自信を持ち，時には立ち止まり
意図的に捉え直し，再び指導や看護を行っていき
たいと思う．
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